
ご挨拶

~MMWIN再始動に伴い代表理事より~

全医療・介護・福祉分野、職種が想いをひとつに「オールみやぎ体制」でみやぎをつなぎます

東日本大震災の大津波で多くの人命を失い、病院や介護施設も被災し患者様の大事な医療介護

情報が流されたつらい経験を踏まえて誕生したMMWINです。2012年の設立から国内最大級の

地域医療情報連携ネットワークに育てあげた旧法人の皆様方のご努力、ご功績に最大の敬意を表

しつつ、新財団も同様の努力をつみ重ね、皆様方のご支援を頂きながらこのネットワークを大切

に着実に育てていきたく存じます。

国は全国医療情報プラットフォーム構想のもと、各種医療DXを推進しており、例えば3文書6

情報などの重要な患者医療情報を全国共通の電子カルテ情報共有サービスで閲覧できるように取

り組みを進めています。MMWINのようなEHR（Electronic Health Record）ネットワークは

地域医療情報連携ネットワーク（地連NW）と呼ばれ、国の基金などを受けて10年以上前から

全国各地に誕生し、現在でも多くの地域で医療情報共有の主役を担っています。その数は大小合

わせ200を超え、新しい全国医療情報プラットフォームとどのように連携させるか、あるいは

住み分けをさせるかが課題となっています。

また、県民の健康意識が高まり、ウエアラブルデバイスなどで得た自らの健康情報をPHR

（Personal Health Record）アプリに記録する人も増えています。こうしたPHR情報とEHR

システムを連携（EHR/PHR連携）させることも医療DXの大きな課題です。

東北大学病院の英知と宮城県行政の助言を頂きながら、私自身もアイデアをしっかり出してま

いりたく存じます。重ねて皆さま方のご支援、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

一般財団法人
医療介護ネットワーク推進財団MIYAGI
代表理事 安藤健二郎

このたび、一般社団法人みやぎ医療福祉情報

ネットワーク協議会のすべての事業を当財団法

人が引き継ぎ、2025年 1月 1日より事業活動

を開始しております。引継ぎに関しましては会

員施設の先生方、また、ご加入頂いている宮城

県内10万人を超える患者様方に多大なるご心配

をおかけしたところですが、大変幸いなことに

多くの会員施設のご理解を頂戴することができ、

新財団による事業がスムーズに始められたこと

を深く感謝申し上げます。
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一般財団法人 医療介護ネットワーク推進財団ＭＩＹＡＧＩ
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TEL 022-725-8411 FAX 022-725-8514 TEL：022-399-6880

E-mail：office@mmwin.or.jp URL：http://mednetmiyagi.or.jp/

当財団からのメールを受信できない場合がございますので、「@mmwin.or.jp」からのメールを受信できるように設定してください。
『MMWIN』、『みんなのみやぎネット』は、一般財団法人 医療介護ネットワーク推進財団MIYAGIの登録商標です。
※本誌の収録内容の無断転載、複写、引用、改変等を禁じます。

MMWIN通信のバックナンバーは
ホームページに掲載しております

MMWINを「ただの情報共有ツール」としてではなく、医療を支える“連携基盤”として活用する施設が増えて
います。「うちの施設でもできる？」とご興味をお持ちになりましたら、ぜひお気軽にご連絡ください。

活 用 事 例 紹 介

大崎市民病院様では、各分院様と転院調整をする際にMMWINのコミュニケーション機能を活用し、
効率的な転院調整を実現しています。その取り組みについて、地域医療連携室のMSW 大森 千明様に
お話を伺いました。

■操作説明は「LINEのようなイメージで」

MMWINの導入にあたり、特別な研修は必要あ
りませんでした。「LINEのようなイメージで」と
伝えるだけで、職員もすぐに操作の感覚をつかめ
ました。
以前はFAXで転院調整文書の送受信をしていま

したが、FAX回線混雑や文字つぶれなど多くの課
題がありました。
そこで、MMWINのコミュニケーション機能を

導入しました。

■業務に変化

送信：FAX回線が混雑していると送信完了まで時間を要したり、再送信が必要となる場合もありましたが、
MMWINを導入してからはスムーズに送信でき、業務の効率化が図られました。

受信：メッセージ送信後は電話で一報入れますが、設定によってはメッセージを受信すると、PCやスマ
ホに通知が届きます。当院では電子カルテ相乗り端末なので、必要な情報はそのまま電子カルテに
取り込めます。文字つぶれもなく院内共有ができますし、履歴が残るので、後から確認することも
できます。全てがパソコンの前で完結し、現場の業務がとても楽になりました。また、やりとりす

メッセージは定型文を編集して使っているほか、既読通知のルールをあらかじめ決めることで、確実に情
報が届いたことを確認できるようにし、より簡単に、使いやすくする工夫も行っています。
今では、分院とはほぼ全ての文書のやりとりを、MMWINで行っています。

■さらなる連携拡大への期待

MMWINを使い始めてから、本当に便利
になりました。ぜひ、他の病院ともコミュ
ニケーション機能を使った連携が進んでい
くことを期待しています。

MMWIN活用連携の提案資料（大崎市民病院MSW様作成）

大崎市民病院 地域医療連携室
MSW 大森千明様

る相手の顔写真が見れるのもとて良い機能
です。
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